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第3回CLT体験型交流セミナー

◇経歴紹介

◇第１部

◇第２部

防水の基礎知識

木造ビルでも可能な防水工法の紹介

防水の役割

代表的な防水工法の種類

加硫ゴムシート防水

塩化ビニル樹脂系シート防水

「塗る防水」「貼る防水」

ウレタン塗膜防水

ＦＲＰ塗膜防水

「塗る＋貼る防水」

アスファルト防水

改質アスファルト防水

熱、常温粘着、ﾄｰﾁ、ﾊﾞﾝｸｽ密着･脱気ｼｰﾄ複合、
圧送､ｽﾌﾟﾚｰ

密着･機械的固定

中大規模木造防水の注意点

屋上等陸屋根、勾配屋根、バルコニー

木造ビルでも可能な防水工法の紹介
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第１部

防水の基礎知識
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雨漏りから建物を守る。

建物の構造の劣化を防ぐ。

防水の役割

【防水の機能】

～変わりゆく役割
変わらない機能～

太陽光発電 屋上緑化 外断熱化 遮熱・クールルーフ化

Ｑ．防水空間は防水のためだけのもの？

Ａ．防水工事と共に、屋根に様々な価値を生むことが
可能です。

そのためには、「本質的な防水の機能」が不可欠です。
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どうすれば雨漏りを防げるのか？

⇒「漏水の３要素」を防止する

漏水の３要素

① 水があること。

② 水路（みずみち）があること。

③ 水を動かす力があること。

どれか１つを防ぐことで雨漏りを防ぐことが
できます。
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①「水があること」を防止する例
勾配屋根

雨水をすぐに下に流し、水の存在をなくす。
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②水路を防止する例：陸屋根
ろく

水の通り道

屋根が平らであるため排水し
にくく、水が溜まりやすい。

様々な要因で防水下地に隙間
が生じ、そこから水が侵入し
てしまうため防水層が必要。
（コンクリートであれば亀裂）

防 水 層
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雨

下地の動き

風

太陽光
(紫外線･熱)

防水にとって必要な性能

①水を漏らさないこと。

②下地の動きで破れない
こと。

③長持ちすること。
（雨・風・紫外線に耐
えること）
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防水改修の重要性

ＲＣ造の一般的なの建物の寿命⇒６０～６５年
建物を守る、防水層の寿命は？

経年と共に防水層の劣化が進行し、防水改修が必要となる。
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各種防水工法の特徴

© 2023 TAJIMA ROOFING INC.



Copyright 2019 TAJIMA ROOFING INC.

11

代表的な防水工法の種類

「貼る＋塗る」 複合工法

「塗る」工法 「貼る」工法

塗膜防水 シート防水アスファルト防水
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代表的な防水工法の種類

加硫ゴムシート防水

塩化ビニル樹脂系シート防水

密着工法、機械的固定工法

「塗る防水」

「貼る防水」

ウレタン塗膜防水

密着工法、脱気･緩衝シート複合工法

ＦＲＰ塗膜防水

「塗る＋貼る防水」

混錬、圧送、ｽﾌﾟﾚｰ

アスファルト防水

改質アスファルト防水

熱、常温粘着、ﾄｰﾁ、ﾊﾞﾝｸｽ
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仕上げによる防水の分類

保護防水仕上げ
（緑化・ブロック・タイル仕上等含）

露出防水仕上げ
（アスファルト・シート・塗膜等）

アスファルト防水が多い
耐用年数が長い
屋上用途が多様化（重歩行可能）

過重負担が大きい
防水の劣化が見えない

屋根の軽量化に貢献
点検・補修・メンテナンスが容易
改修性に優れる

保護仕上に比べ劣化が早い
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① 「貼る防水」
シート防水の種類と特徴

加硫ゴムシート防水 塩化ビニル樹脂系シート防水

色が塗ってあるものが多い。
防水のジョイント幅１０ｃｍ程度

シート自体に色がついている。
防水のジョイント幅４ｃｍ程度
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加硫ゴムシート防水
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加硫ゴムシート防水の特徴

• 常温での施工

• 紫外線劣化に強い（耐候性が高い）

• 工程数が少ない

• 外部損傷に弱い

• 鳥害に遭うことがある
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塩化ビニル樹脂系シート防水
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塩化ビニル樹脂系シート防水の特徴

• 火気を用いず施工

• 単層ながら高い水密性が期待できる。

• シート自体に色が付いている。

• 機械的固定工法は殆どの既存防水の種別や状
態にとらわれず施工が可能
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塩化ビニルシート防水機械的固定工法
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可塑剤

可塑剤の
散逸

・硬化する
・体積収縮
・汚れやすい
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塩ビシート防水の収縮
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塩ビシートの汚れ。経年数９年。
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塩ビシート専用 高反射率トップコート
VTコートＣ

ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ塗布。断熱機械固定工法。経年数９年。

塩ビの場合、初期に専用ﾄｯﾌﾟｺｰﾄを塗ることで、

収縮・汚れの防止に貢献
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塩ビシート防水
機械的固定工法の劣化

●塩ビ樹脂の分解反応（脱塩化水素）
・・・熱、紫外線等による表面クラック

（微少亀裂）の発生

＋「風の衝撃による疲労」

熱劣化だけではない

●可塑剤のブリード（表面移行)、揮散
・・・熱によるシートの硬化、表面の汚れ
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風
圧
力

風

固定部付近に風圧力による負荷がかかる

防水シート

シート防水にかかる風の衝撃（風荷重）

引用：合成高分子ルーフィング工業会資料
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現場で起こった
不具合事例

ディスク・アンカーの変形

アンカーの抜け シートの破断
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断熱仕様では特に注意！！

水平力が作用する点（作用
点）

断熱材が厚ければ厚いほど、
ビスに折れ曲がる力が作用する。

水平力がかかる点（力点）

風圧が大きいほど、水平力も大きくなる。

参考：テコの原理

力点と作用点の距離が長いほど
作用点に大きな力が働く。

作用点

力点
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衝撃吸収ディスク

新機械的固定工法

免 振 工 法

© 2023 TAJIMA ROOFING INC.



Copyright 2019 TAJIMA ROOFING INC.

29

 

免振ディスクの仕組み

新しい高耐久の考え方

シート防水固定部のフラッタリングによる
衝撃を吸収。
アンカーの衝撃保護・シートの衝撃保護
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現場実例 一般機械的固定・免振工法
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② 「塗る防水」
塗膜防水の種類と特徴

ウレタン塗膜防水

ＦＲＰ塗膜防水
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ウレタン塗膜防水
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ウレタン塗膜防水の特徴

• 基礎架台等複雑部位にも塗膜を塗りこむことで
防水層をつくることができる。

• 下貼り緩衝用シートとの複合工法では下地亀裂
追従性のアップ、ふくれの低減が可能

• もともと有機溶剤を多く含み臭気が強いが、環
境対応型ウレタン防水が開発され、シックハウ
ス対策も講じられている （Ｆ☆☆☆☆取得）

• 塗り厚を均一に確保するのが難しい
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密着工法の場合の下地亀裂による防水破断

ゼロスパンテンションに弱い

大きな面積に密着で塗るだけだと、目地や亀
裂部から破断しやすい性質がある。
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標準的な施工例
ウレタン塗膜防水脱気・緩衝シート複合工法
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脱気・緩衝シート複合工法施工の流れ

塗膜防水塗布 ２工
程

仕上がり例

防水型通気・緩衝シー
ト貼り付け

トップコート塗布
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トップコート塗布直後 トップコート塗布後、

屋外３年暴露(静岡）

ウレタン防水はトップコートが重要です。

１０年塗り替え不要のシリコントップコートを推奨

塗り残し
部分
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ウレタン防水は混合・攪拌が重要です。

黄変部分

硬化剤未攪拌による硬化不良

ウレタン防水材の配合ズレによる
トップコート層の変色
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正しい混合・攪拌が目で見て分かるウレタンを

主剤・硬化剤の混合
状態が一目で分かり、
混合不良を解消でき
ます。

硬化剤主剤

+

混合途中

オルタックエースによるソリューション

主剤未混合硬化剤未混合
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合成樹脂塗膜防水 Ｆ．Ｒ．Ｐ防水
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合成樹脂塗膜防水
Ｆ．Ｒ．Ｐ防水の特徴

• 硬化が早く、工期短縮が期待できる

• 複雑部位への確実な施工が可能

• 衝撃に強い。

• 柔軟性に乏しいため、大面積での選択には注
意。（公共建築木造工事標準仕様書などで20
㎡以下に限定）

• 防水補修・改修が困難
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大面積での不具合事例
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③アスファルト防水の種類と特徴

アスファルト防水熱工法

改質アスファルト防水常温粘着工法
（冷工法）

改質アスファルト防水トーチ工法

© 2023 TAJIMA ROOFING INC.



Copyright 2019 TAJIMA ROOFING INC.

44

改質アスファルトとは？

• 熱いとだれ易く、寒いともろくなる、アスファルト性質
に対して、改質剤を添加。柔軟性・耐久性を向上させた
アスファルト。

• 従来のアスファルトが3層～5層の積層工法に対し、2層
程度に省層化が可能。

• 熱溶融アスファルトを用いずに施工できる工法が開発さ
れ、特に改修工事では適用範囲が広い。
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アスファルト防水熱工法
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アスファルト防水熱工法の特徴
• ２層以上の積層防水が基本で、液状のアスファルトとシー

ト状のアスファルトルーフィングを組み合わせた工法。

• 実績が多く、もっとも確実な防水性が期待できる（ﾋｭｰﾏﾝｴ
ﾗｰが少ない）

• 押えコンクリートで保護すると寿命が延びる。（高い水密
性）

• あらゆる防水工法の中でアスファルト系防水工法が最も寿
命が長い。

• 実は昔から完全無溶剤工法が確立している

• アスファルト溶融時の臭い・煙が課題は仕様・材料工具選
択による
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改質アスファルト防水常温粘着工法

（冷工法）
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改質アスファルト防水常温粘着工法の特徴

•大がかりな火気は使用しない工法であり危険作
業を伴わない

•煙・臭いが発生せず、周辺環境・施工環境が良
好である

•ゴムアスファルトの粘着層で、様々な下地に相
性良く、かぶせ改修が可能
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改修事例
～改質アスファルト防水常温粘着工法 ２層通気絶縁仕様～

既存露出アスファルト
防水仕上げ

© 2023 TAJIMA ROOFING INC.



Copyright 2019 TAJIMA ROOFING INC.

50

改質アスファルト防水トーチ工法
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改質アスファルト防水トーチ工法の特徴

• アスファルトを溶解するための溶解釜を必要
としない

• 煙・臭気の発生が少ない

• トーチバーナーによる溶融が水密性の鍵とな
る。
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トーチ工法のあぶり不足
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アスファルト防水の信頼性と環境性能を両立

次世代型改質アスファルト防水

ノンケトル工法（BANKS工法）

アスファルト防水熱工法に使用する、
熱溶融釜・熱溶融アスファルトを用いず
に、熱工法と同等以上の高い水密性を
実現。

53
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第１層目を常温施工
1層目の平場をトーチ溶融し
2層目を流し貼りする。

次世代型改質アスファルト防水ノンケトル工法

54
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次世代型改質アスファルト防水ノンケトル工法

55
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仕上がり状況

日本建築センター 技術審査証明取得工法
国土交通省 D－１・Ａ－１同等認定取得

56
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第２部

木造ビルでも可能な防水工法の紹介
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中大規模木造防水の注意点

58

• 木造下地では降雨による吸水の影響で腐朽によ
る劣化を防止するために、木材の乾燥状態を維
持するよう考慮する。

• 中大規模木造で雨養生できない場合は脱気機能
のある防水工法を検討する。

• 下地の挙動に追従できる防水工法を検討する。

• 防火性能を考慮した防水仕様を検討する。
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コンクリートは中性化する。 鉄は錆びる。 木は腐る。

木下地の防水で留意すべき課題
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木下地の防水で留意すべき課題
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漏水注意ポイントと補強ポイント

釘穴まわりの止水性が不足 通気ができない納り

ベランダ笠木部の例

壁装まわり ｳォｰﾀｰﾌﾞﾛｯｸ標準仕舞図

木下地の防水で留意すべき課題
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粘土瓦葺 ｽﾚｰﾄ葺 ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺金属板葺

下葺材の大切 な機能 「釘穴シ-リング性能」

改質アスファルトルーフィング

粘着層付改質アスファルトルーフィング

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

各種屋根材

木下地の防水で留意すべき課題
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木下地の防水で留意すべき課題

FRP防水の下地目地、表層亀裂例 他）針葉樹合板下地節部でのフクレ例ゼロスパンテンションに弱い

裏面（下地接着面)

改質ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｽﾄﾗｲﾌﾟ粘着層付ルーフィング
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木下地の防水で留意すべき課題

裏面（下地接着面)

改質ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｽﾄﾗｲﾌﾟ粘着層付ルーフィングの効果。

【参考】ルーフバルコニーの床変形に対するウレタン塗膜防水（絶縁工法）の影響確認実験（抜粋）

試験イメージ ・試験体は 2730mm 角の床組(2×10 材)に高さ 300mmの小壁を設置し、
床全面に防水施工を行った。

・防水仕様は
粘着層付改質アスファルトシート／ウレタン塗膜防水複合工法。

・床部と壁立上り取り合い部に発生する変形の影響を確認するために、
ドレン及びオーバーフロー管を取り付けた。また小壁の一辺を掃き出
し開口部として、幅 1672mmのサッシ枠を取り付けた上に防水施工。

・繰り返しの回数は同一変形段階で３回

試験結果

加力試験の結果、1/200 時において防水層に損傷が見られず、
1/120 まで損傷が見られなかったため、目標値を達成した。
目標変形まで、縦ドレン、横ドレン、オーバーフロー管部及びその
周囲に異常は見られなかった。床部と小壁の立上りとの防水層入隅
部に目標変形まで異常は見られなかった。掃き出しサッシ枠と防水
取り合い部で目標変形まで異常は見られなかった。

床変形の影響に対して、防水層は粘着層付アスファルトシートの
緩衝機能により直接変形が伝わらないようになっており微小変形
にとどまることがわかりました。
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木下地の防水で留意すべき課題

〔木の割裂〕

耐フラッタリング仕様（免振工法）イメージ

塩化ビニル樹脂系(等)シート防水

機械的固定工法

強風時フラッタリングへの留意が必要

シート機械的固定工法風の衝撃
〔フラッタリングイメージ〕

強風時には防水シートとディスクの接合部に力が集中します。 (くりかえし）
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木下地の防水で留意すべき課題

防火認定 DR-●●●●を取得している防水仕様で！！
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陸屋根（外張り断熱露出防水）

• 改質アスファルト系シート防水

67

ASC写真

防火対応 〇

脱気機能 〇

参考耐用年数 25

歩行性 C

改修容易性 A
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• ウレタンゴム系塗膜防水

68

防火対応 〇

脱気機能 〇

参考耐用年数 15

歩行性 C

改修容易性 A
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• 塩化ビニル樹脂系シート防水

防火対応 〇

脱気機能 ×

参考耐用年数 15

歩行性 C

改修容易性 B
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陸屋根（露出防水）

70

• 改質アスファルト系シート防水

ASC写真

防火対応 〇

脱気機能 〇

参考耐用年数 25

歩行性 C

改修容易性 A
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防火対応 〇

脱気機能 ×

参考耐用年数 15

歩行性 C

改修容易性 B
71

• 塩化ビニル樹脂系シート防水
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勾配屋根

72

防火対応 〇

脱気機能 〇

参考耐用年数 20

歩行性 －

改修容易性 A

• シングル葺き
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バルコニー

防火対応 〇

脱気機能 〇

参考耐用年数 15

歩行性 B

改修容易性 A

• ウレタンゴム系塗膜防水
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バルコニー

• ウレタンゴム系塗膜防水の上防滑性ビニル床シート貼り
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防火対応 〇

脱気機能 〇

参考耐用年数 15

歩行性 B

改修容易性 B
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• ＦＲＰ防水

75

防火対応 〇

脱気機能 〇

参考耐用年数 15

歩行性 B

改修容易性 Ｃ
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30分耐火認定下地

76

• 改質アスファルト系シート防水

防火対応 〇

脱気機能 〇

参考耐用年数 15

歩行性 Ｃ

改修容易性 Ａ
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30分耐火認定下地

ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ下地

断熱サンドイッチパネル下地
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屋上緑化
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太陽光パネル用設置乾式架台
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フレクターフィルム
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ご清聴ありがとうございました
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